
北摂初！サントリーグループと
「ボトルtoボトル」水平リサイクルに関する協定を締結！

～持続可能な開発目標（SDGs）への貢献とリサイクル意識の向上をめざします～
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１．協定の名称

サントリーホールディングス株式会社・サントリー食品インターナショナル株式会社と箕

面市は、１月２７日（金）にペットボトルの「ボトル to ボトル」水平リサイクル※に関する協定

を締結しました。

現在、本市が一般家庭や一部の商店から回収したペットボトルは、リサイクルの原料と

なるＰＥＴ樹脂に加工され、作業服の繊維や食品用トレイなどにリサイクルされています。

今後は、サントリーグループが取り組む「ボトル to ボトル」水平リサイクル事業を協働し

て行うことにより、回収後のペットボトルはすべて新しいペットボトルへと水平リサイクルさ

れます。ペットボトルは何度も循環できる資源であり再生時のCO2排出量は、従来の化石

由来原料を使用したペットボトルの製造時より約６０％削減することが可能であることか

ら、持続可能な開発目標（SDGs）へ貢献するとともに、リサイクル意識のさらなる向上をめ

ざします。

※水平リサイクルとは使用済みのペットボトルを原料にして新しいペットボトルに再生するリサイクル

のこと

上島 一彦 箕面市長（写真左）、藤原 正明 常務執行役員（写真右）



サントリーグループおよび箕面市が連携・協力のもと、「ペットボトルの水平リサイクル」を

行い、安定的にペットボトルとしてリサイクルすることで、持続可能な循環型社会の実現に

寄与することを目的とします。

（１） 「ボトル to ボトル」水平リサイクルを実施及び維持継続するために必要な活動

（２） 「ボトル to ボトル」水平リサイクルに係る市民等への普及啓発に関する活動

（３） その他、ペットボトルリサイクルの推進を目的とした活動

「ボトルｔｏボトル」水平リサイクルでは、使用済みのペットボトルを原料にして、新たなペッ

トボトルへ繰り返し再生することで、従来の化石由来原料を使用したペットボトルの製造時

より CO2 排出量を約６０％削減することができます。

また本協定により、市民が排出したペットボトルを、新しいペットボトルとして再生する循

環型社会を形成するとともに、市民のリサイクル意識のさらなる向上が期待できます。

【サントリーホールディングス株式会社】

所 在 地 ：東京都港区台場二丁目３番３号

事業内容：グループ全体の経営戦略の策定・推進、およびコーポレート機能

ウェブサイト：https://www.suntory.co.jp

【サントリー食品インターナショナル株式会社】

所 在 地 ：東京都港区芝浦三丁目 1番 1号 田町ステーションタワーN

事業内容：国内・海外の食品事業

ウェブサイト：https://www.suntory.co.jp

３．本協定の目的

４．本協定の主な内容

５．「ボトル to ボトル」水平リサイクルについて

問い合わせ先

市民部 環境クリーンセンター

TEL 072-729-4280（直通）

（サントリーホームページより）

【貢献する持続可能な開発目標（SDGs）】


